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Ⅰ 団体の概要・現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和７年度現在、事務局は会長含め 17名で運営を行っている。し

かしながら、さまざまな要因から読書感想文審査事務作業や運営を行う

教員が少なくなっている。各校の校務が大変なことは重々承知の上だ

が、新たな先生方や若手の先生方に事務局にぜひ入っていただきたい。

東京都の各市区町村や関東・全国の学校図書館の課題や成果を知ること

ができ、自校に還元できたり、読書感想文指導の工夫なども共有できた

りする。 

 今年度は「豊かな心と自ら学ぶ力を育む学校図書館」という研究テー

マのもと、課題図書の作家をお招きした講演会を行った。微力ながら今

後も先生方の学びを生徒たちへと還元するお手伝いをしていきたい。 

Ⅱ 研修の内容  

 

豊かな心と自ら学ぶ力を育む学校図書館 

 本会は昭和 46 年に東京都中学校教育研究会に加入し、今日まで学校図

書館に関する研究を続けている団体である。具体的な研究内容として

は、近年では読書活動の推進に向けた取組として、読書感想文コンクー

ルの審査や読書感想画コンクールの審査を行っている。その中で、各市

区町村の学校図書館に関する活動内容の情報共有を行い、会報誌に掲載

をしている。また、小学校図書館研究会や高等学校図書館研究会とも連

携し、東京都学校図書館協議会(都ＳＬＡ 昭和 24 年発足)として活動を

行っており、関東大会や全国大会へも積極的に参加している。令和７年

度は関東大会(甲府大会)に参加し、東京都の中学校として学校図書館の

管理・運営に関する発表を行った。 

 令和７年６月 19 日(木)総会及び研修会  於 足立第四中 

 令和７年度読書感想文コンクール課題図書 

『鳥居きみ子：家族とフィールドワークを 進めた人類学者』 

 著者 竹内紘子 氏 による講演会 

講演テーマ「豊かな感性を育む読書活動のあり方」－執筆

者の視点からー 

  参加人数 60人 

 参加者  各校司書教諭・学校司書 

      国語科教諭・管理職・出版社等 

昨年度よりＴＲＣ(図書

館流通センター)にご協力

をいただき、読書感想文コ

ンクールの課題図書の作家

の方をご紹介いただき、講

師としてご講演していただ

いている。 

執筆に至る経緯や登場人物

の魅力、中学生に伝えたいこ

となど、ユーモアを交えなが

らお話しいただいた。 

今年も多くの国語科の先生方や

学校司書の方、出版社の方に来

ていただき、作家の生の声を聞

ける貴重な研修となった。本研

修で得たことを各校の生徒たち

に還元してもらいたい。 
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Ⅲ 団体の取り組み  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①東京都読書感想文コンクールの審査会運営(写真左) 

  例年、11月上旬に東京都読書感想文コンクールの審査会を行ってい

る。基本的には各市区町村で事前審査を行ってもらい、応募校数に応

じた作品数を都の審査会に提出してもらっている。私立校や国立・都

立の中等教育学校にも応募いただき、優秀作品を全国コンクールに送

り出している。昨年度は東京都より、「全国学校図書館協議会長賞」

を受賞した生徒もいた。 

 ②東京都読書感想画コンクール審査会の運営(写真右) 

  こちらも、例年１月上旬に審査会を行っている。読書したことを絵

で表現する機会をもつことで、読書活動の啓発を行っている。作文は

苦手だけれど、絵は描けるという生徒も多いと思うので、ぜひ多くの

学校で生徒たちにお声かけをいただき、応募していただきたい。こち

らも審査の後、読書感想画中央コンクールに優秀作品を推薦してい

る。 

 ③各発行物 

 「読書感想文集」・・・東京都読書感想文コンクールの入賞作品集 

 「東京都の学校図書館」・・・研究紀要 

 「東京都中学校図書館研究会会報」 

・・・今年度の活動報告や各地区の学校図書館の取り組み等の情報 

「読書感想画カレンダー」・・・優秀作品掲載の翌年度カレンダー 

 昨年度より本会のホームページを作成し、公開している。読書

感想文の応募票や一覧表などのデータもそこからダウンロードで

きるようにしているので、今後もご活用いただきたい。 

 特に最近では、読書感想文コンクールにおいて、応募の体裁に

不備がある地区が多く、事前準備の事務作業に少なからず影響が

出ている。地区によっては輪番で年度ごとに担当者が変わること

もあり、情報共有ができていないことも原因として考えられる。

応募の際の注意点やよくある間違いなどもホームページに記載し

ているので、ぜひご覧いただきたい。 

 また、事務局も人手不足で、多くの作業を少人数でこなしてい

る。学校教育には欠かせない学校図書館運営を学べたり、読書感

想文審査における視点を学べたりすることで、自校の生徒に還元

できる利点がある。興味・関心のある方は、ぜひ事務局までご連

絡をいただければありがたい。 

＜令和７年度連絡先＞ 

団体名 東京都中学校図書館教育研究会 

代表者 

所属 足立区立第四中学校 

職 氏名 統括校長 五明 早苗 

連絡先 ０３－３８８７－６８９１ 

事務局 

所属 練馬区立石神井西中学校 

職 氏名 主幹教諭 齊藤 祐介 
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Ⅳ サスティナブルな事務局運営に向けて 

 


